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第
五
回
長
崎
学
公
開
講
座

第
一
部
発
表
要
旨

長
崎
の
食
文
化
に
つ
い
て

～
卓
袱
料
理
と
も
て
な
し
の
心
～

�

脇
山
　
順
子

一
、
本
膳
料
理
と
は

　

日
本
料
理
の
正
式
な
お
膳

立
て
で
、
現
在
の
日
本
料
理

の
形
式
や
作
法
上
の
基
本
と

な
る
。
本
膳
料
理
は
、
武
家

の
礼
法
を
基
に
し
て
室
町
時

代
に
始
ま
り
、
江
戸
時
代
に

ほ
ぼ
現
在
の
形
に
な
っ
た
。

　

汁
と
菜
の
数
に
よ
り
一
汁

三
菜
・
二
汁
五
菜
・
三
汁
七

菜
な
ど
が
あ
り
、汁
の
数
が
膳

の
数
を
表
し
、本
膳
・
二
の
膳
・

三
の
膳
、焼
き
物
膳
を
与
の
膳

と
い
う
。
膳
に
並
ぶ
皿
数
で

ご
馳
走
か
ど
う
か
が
わ
か
る
。

二
、
卓
袱
料
理
の
ル
ー
ツ

　

寛
永
一
八
年（
一
六
四
一
）オ

ラ
ン
ダ
商
館
が
平
戸
か
ら
出

島
に
移
転
す
る
。
出
島
に
は

最
初
二
人
、
の
ち
に
三
人
の 

く
ず
ね
り（
調
理
人
の
こ
と
） 

が
雇
わ
れ
て
い
た
。

　

こ
の
三
人
が
オ
ラ
ン
ダ
か 

ら
も
た
ら
さ
れ
た
牛
肉
、
ハ

ム
、
ボ
ー
ト
ル（
バ
タ
ー
の

こ
と
）、
セ
ロ
リ
、
パ
セ
リ
、

チ
シ
ャ
、ト
マ
ト
、パ
イ
ナ
ッ

プ
ル
な
ど
を
使
っ
た
調
理
法

を
学
び
、
こ
の
三
人
が
日
本

へ
オ
ラ
ン
ダ
料
理
を
伝
え
た

最
初
の
人
と
い
わ
れ
る
。

　

承
応
三
年（
一
六
五
四
）中
国

か
ら
臨
済
宗
黄
檗
派
の
禅
僧

隠
元
が
興
福
寺
の
住
職
と
し

て
渡
来
、隠
元
豆
、西
瓜
、蓮
根
、

茄
子
、孟
宗
竹
、寒
天
な
ど
の

食
材
を
伝
え
る
と
と
も
に
普

茶
料
理
や
煎
茶
を
も
た
ら
し

た
と
さ
れ
る
。

　

元
禄
二
年（
一
六
八
九
）中

国
人
は
唐
人
屋
敷
に
収
容
さ

れ
る
が
、
収
容
さ
れ
る
ま
で

の
約
六
〇
年
間
は
市
内
の
民

家（
町
宿
）に
宿
泊
し
て
い
た
。

　

そ
の
間
、
各
家
庭
で
中
国

料
理
を
学
ぶ
機
会
を
得
て
、卓

袱
料
理
が
誕
生
し
て
い
る
。
約

三
五
〇
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。

三
、
卓
袱
の
名
称

　

中
国
語
で
卓（
し
っ
）は
テ 

ー
ブ
ル
、
テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス

を
袱（
ぽ
く
）と
呼
ぶ
。
中
国

で
は
丸
い
テ
ー
ブ
ル
を
卓
子

（
ち
ょ
つ
う
）と
呼
び
、
中
国

料
理
を
食
べ
る
膳
の
形
式
が

基
本
で
あ
る
。

　

一
方
、
江
戸
初
期
、
御
朱

印
船
の
船
主
で
あ
っ
た
荒
木

宗
太
郎
の
妻
が
ベ
ト
ナ
ム
出

身
で
長
崎
の
人
た
ち
か
ら
ア

ニ
オ
ー
さ
ん
と
呼
ば
れ
親
し

ま
れ
て
い
る
。
ア
ニ
オ
ー
さ
ん

の
出
身
地
ベ
ト
ナ
ム
で
は
卓

の
こ
と
を「
シ
ッ
ポ
ク
」と
い
う

方
言
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

卓袱料理

写
真
提
供
　
史
跡
料
亭
花
月

四
、
卓
袱
の
特
徴

　

卓
袱
料
理
は
、和
食
、中
華

料
理
、
洋
食
が
入
り
混
じ
っ

た
国
際
色
豊
か
な
コ
ー
ス
料

理
で
、
大
き
な
円
卓
に
多
く

の
料
理
を
並
べ
る
長
崎
の
郷

土
料
理
で
も
あ
る
。

　

会
席
膳
の
よ
う
に
一
人
一

膳
で
は
な
く
一
つ
の
大
き
な

テ
ー
ブ
ル「
卓
袱
台
」（
ち
ゃ
ぶ

だ
い
）を
四
～
五
人
で
囲
み
、

皿
や
大
鉢
に
盛
っ
た
料
理
を

各
自
が
自
分
の
直
箸
や
湯
匙

を
使
い
、二
枚
の
小
皿
に
取
っ

て
い
た
だ
く
。
食
卓
を
囲
む

人
た
ち
が「
お
も
や
い
」（
共

有
・
シ
ェ
ア
す
る
の
意
味
）で

食
す
る
た
め
、
盛
り
つ
け
な

ど
の
手
間
が
省
け
、
人
数
に

増
減
が
あ
っ
て
も
対
応
し
や
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す
い
し
、
給
仕
や
後
片
付
け

の
煩
わ
し
さ
か
ら
解
放
さ
れ
、

合
理
的
、
機
能
的
な
面
が
歓

迎
さ
れ
、今
日
に
至
っ
て
い
る
。

五
、
料
亭
に
お
け
る
卓
袱
料

理
の
い
た
だ
き
方

①
会
が
始
ま
る
ま
で
控
え
の

間
で
待
つ
。
準
備
が
整
う
と

朱
塗
り
の
円
卓
を
四
～
五
人

で
囲
み
座
る
。

②
円
卓
の
上
に
は
小
菜
が
並

べ
ら
れ
、
刺
身
、
湯
引
き
、

口
取
り
、
酢
の
物
、
揚
げ
物
、

豆
の
蜜
煮
な
ど
、
冷
た
い
料

理
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

③
客
人
が
揃
っ
て
着
席
す
る

と
、
直
に
温
か
い
お
鰭（
吸
い

物
）が
一
人
ず
つ
に
運
ば
れ
る
。

そ
れ
ま
で
は
私
語
を
謹
ん
で

静
か
に
料
亭
の
女
将（
お
か
っ

つ
ぁ
ま
）の「
お
鰭
を
ど
う
ぞ
」

の
挨
拶
の
言
葉
を
待
つ
。
こ

の
挨
拶
に
は
客
人
を
も
て
な

す
料
亭
の
心
意
気
が
示
さ
れ

て
い
る
。
よ
く
聞
い
て
感
じ

取
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

六
、
卓
袱
料
理
は
百
花
繚
乱
、

豪
華
、
多
彩
、
美
味

　

中
国
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
オ

ラ
ン
ダ
の
人
た
ち
の
交
流
に

よ
り
社
交
性
に
富
み
、
事
実

婚
も
あ
っ
た
り
し
て
珍
し
い 

食
材
や
調
理
法
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
た
。
ま
た
、
貿
易
に

よ
り
富
を
得
た
人
た
ち
が
種 

々
の
情
報
を
取
り
入
れ
、
独

創
性
を
発
揮
し
、
サ
プ
ラ
イ

ズ
料
理
に
仕
上
げ
て
い
る
。角煮

写
真
提
供
　
史
跡
料
亭
花
月

七
、
卓
袱
料
理
の
献
立
形
式

・
お
鰭（
吸
い
物
）椀
種
は
中

国
の
影
響
で
奇
数

・
小
菜（
刺
身
）最
初
に
箸
を

つ
け
る
。

・
小
菜（
湯
引
き
）𩺊
や
鱧
、鱶

な
ど

・
小
菜（
口
取
り
）か
ら
す
み
、

伊
達
巻
な
ど

・
小
菜（
豆
蜜
煮
）十
六
寸
豆

や
十
八
寸
豆
な
ど

・
小
菜（
酢
の
物
）鯨
づ
く
し

・
小
菜（
揚
げ
物
）長
崎
天
ぷ

ら
、
蝦
吐
司（
は
と
し
）な
ど

・
小
菜（
香
の
物
）漬
物
な
ど

・
中
鉢（
豪
華
）豚
の
角
煮
、

パ
ス
テ
ィ
な
ど

・
大
鉢（
温
か
い
料
理
）卵
豆

腐
、
し
ん
じ
ょ
な
ど

・
ご
飯（
白
飯
）赤
飯
、
寿
司
、

茶
飯
な
ど

・
煮
物（
ス
ー
プ
仕
立
て
）

・
水
菓
子（
果
物
）季
節
の
果

物
な
ど

・
梅
椀（
汁
粉
）各
自
に
漆
器

椀
を
用
い
る

八
、
お
わ
り
に

　

卓
袱
料
理
は
鰭
椀
に
始
ま

り
梅
椀
に
終
わ
る
。
感
謝
に

始
ま
り
感
謝
に
終
わ
る
と
い

う
本
膳
料
理
の
心
が
根
底
に

流
れ
て
い
る
。

　
「
風
は
態
を
為
す
」と
い
う

言
葉
が
あ
る
が
、
そ
の
場
に

相
応
し
い
態
度
、動
作
、言
葉

づ
か
い
、
肘
を
つ
か
な
い
な

ど
基
本
的
な
礼
儀
作
法
は
心

得
て
お
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

　

最
も
美
味
し
い
と
感
じ
る

状
態
で
食
べ
る
の
が
、
料
理

を
つ
く
っ
て
く
れ
た
人
へ
の

マ
ナ
ー
で
あ
る
。
卓
袱
料
理

を
通
し
て
自
己
中
心
的
に
な

り
が
ち
な
私
た
ち
の
日
常
生

活
を
省
み
た
い
も
の
で
あ
る
。

　

二
〇
一
三
年
一
二
月
三
日
、

「
和
食
」が
ユ
ネ
ス
コ
の
無
形

文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。

そ
の
理
由
は
、
海
外
の
食
材

や
料
理
を
上
手
に
取
り
入
れ

て
一
つ
の
文
化
を
育
ん
で
き

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
長

崎
の
卓
袱
料
理
も
認
め
ら
れ

た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

第
六
回
長
崎
学
公
開
講
座

第
一
部
発
表
要
旨

長
崎
学
研
究
者
・
福
田
忠
昭

と
本
山
家
文
書
調
査

�

藤
本
健
太
郎

　

本
公
開
講
座
で
は「
長
崎
学

研
究
者
・
福
田
忠
昭
に
つ
い 

て
」と
題
し
、
主
に
福
田
の『
長 

崎
市
史
』編
修
委
員
と
し
て
の

活
動
に
つ
い
て
発
表
し
た
が
、 

本
稿
で
は
紙
幅
の
関
係
上
、福 

田
が
大
正
九
年（
一
九
二
〇
） 

に
手
が
け
た
、
本
石
灰
町
で

乙
名
を
務
め
た
本
山
家
が
所

蔵
し
た
古
文
書
史
料（
本
山

家
文
書
）の
調
査
活
動
に
対

象
を
限
定
し
て
記
述
す
る
。

　

な
お
、
福
田
自
身
が
記
し

た
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
収

蔵「
編
修
餘
録
」（
大
正
九
年

分
）、「
回
想
録
」（
大
正
一
〇

年｟
一
九
二
一
｠～
大
正
一
五

年
分
）を
も
と
に
、
福
田
に

よ
る
本
山
家
文
書
の
調
査
活

動
を
追
跡
し
た
い
。

　

大
正
八
年（
一
九
一
九
）以

降
、
長
崎
市
内
に
お
け
る
歴

史
史
料
の
散
逸
防
止
を
訴
え
、

自
ら
新
聞
紙
上
を
通
じ
て
企

画
立
案
し
た『
長
崎
市
史
』編

修
委
員
と
し
て
自
治
体
史
の

編
纂
に
携
わ
る
こ
と
に
な
っ

た
福
田
は
、
地
誌
編
の
担
当

と
し
て
市
内
の
神
社
仏
閣
及

び
旧
家
を
対
象
と
す
る
史
料

調
査
事
業
に
従
事
し
て
い
た
。

　

そ
の
過
程
に
お
い
て
、
福

田
が
大
正
九
年
一
月
か
ら
翌

年
四
月
ま
で
の
期
間
、
史
料

調
査
に
あ
た
っ
た
訪
問
先
が

本
山
家
で
あ
る
。

　

大
正
九
年
一
月
一
七
日
、福

田
は
当
時
の
本
山
家
当
主
・

本
山
和
雄
あ
て
に「
貴
家
と

三
宝
寺
と
の
関
係
」の
聞
取

調
査
、「
貴
家
御
珍
蔵
文
書
器

具
類
拝
見
」を
願
う
書
簡
を

送
っ
た
。

　

福
田
は
、
一
月
二
〇
日
に

本
山
家
を
訪
問
。
同
日
付
の

「
編
修
餘
録
」の
記
事
で
は
本

山
家
文
書
に
つ
い
て「
同
家

文
書
ハ
積
ン
デ
数
千
、
乙
名

ニ
関
ス
ル
資
料
ト
シ
テ
ハ
実

ニ
稀
有
ニ
属
ス
、
冊
子
ア
リ
、

届
ア
リ
、
信
書
ア
リ
、
乙
名

ノ
職
掌
ヨ
リ
、
唐
蘭
貿
易
ヨ

リ
、
人
事
ニ
及
ビ
、
小
櫃
二

杯
ア
リ
」
と
綴
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
て
本
山
家
文
書
と

出
会
っ
た
福
田
で
あ
っ
た
が
、

翌
二
一
日
、
三
宝
寺
で
調
査

に
あ
た
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、

本
山
家
か
ら
一
箱
の
古
記
録

が
送
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
た

め
福
田
は
同
月
中
を
費
や
し

て
史
料
整
理
に
勤
し
む
こ
と

に
な
っ
た
。

　

所
蔵
す
る
古
文
書
史
料
を

福
田
に
送
付
し
て
整
理
を
託

す
る
と
い
う
本
山
の
行
動
か
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ら
は
、
福
田
と
本
山
と
の
間

で
深
い
信
頼
関
係
が
築
か
れ

て
い
る
様
子
を
読
み
取
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
「
編
修
餘
録
」に
よ
る
と
、以

前
、
福
田
が
小
島
尋
常
小
学

校
校
長
を
勤
め
て
い
た
当
時
、

本
山
が
同
校
の
保
護
者
会
副

会
長
を
務
め
て
お
り
、
以
前

か
ら
知
己
の
間
柄
で
あ
っ
た
。

そ
れ
ゆ
え
に
本
山
は
、
福
田

に
本
山
家
文
書
の
閲
覧
及
び

調
査
を
許
諾
し
た
と
い
う
。

　

こ
う
し
て
福
田
は
、
本
山

か
ら
預
か
っ
た
史
料
の
目
録 

作
成
に
着
手
し
た
が
、市
史
編

纂
業
務
の
多
忙
も
手
伝
っ
て 

作
業
に
一
年
あ
ま
り
の
時
間 

を
要
し
た
。
調
査
活
動
の
成 

果
が「
本
山
家
古
文
書
目
録
」

と
し
て
一
応
の
完
成
を
み
た

の
は「
回
想
録
」に
よ
る
と
大

正
一
〇
年（
一
九
二
一
）四
月

二
五
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

目
録
は
複
製
と
あ
わ
せ
て

三
冊
を
製
本
し
、
本
山
家
、

長
崎
県
立
長
崎
図
書
館
に
献

本
さ
れ
た
と
い
う
。
う
ち
一

冊
は
現
在
、
長
崎
歴
史
文
化

博
物
館
の
福
田
文
庫
に
収
蔵

さ
れ
て
い
る
。

　
「
本
山
家
古
文
書
目
録
」に

採
録
さ
れ
て
い
る「
八
二
種

百
弐
拾
五
点
」の
史
料
は
本

山
家
へ
返
却
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
多
く
が
長
崎
県
立
長
崎

図
書
館
寄
贈
史
料
と
し
て
伝

来
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
も

福
田
に
よ
る
未
整
理
史
料
の

目
録
作
成
が
進
め
ら
れ
る
過 

程
で
、福
田
が
昭
和
五
年（
一 

九
三
〇
）に
死
去
し
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
一
部
が
未
返
却
の 

ま
ま
、昭
和
五
九
年（
一
九
八 

四
）に
約
五
〇
件
が
福
田
文
庫

と
し
て
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
上
で
大
正
一
〇
年（
一 

九
二
一
）以
降
、
本
山
家
文

書
が
東
京
大
学
史
料
編
纂
所

と
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
に

収
蔵
さ
れ
る
に
至
っ
た
経
緯

に
つ
い
て
も
紹
介
し
て
お
き

た
い
。

　

当
時
の
所
蔵
者
で
あ
っ
た

本
山
和
雄
に
よ
っ
て
、
乙
名

と
し
て
の
業
務
に
関
す
る
簿

冊
や
日
記
な
ど
約
五
〇
件
が

昭
和
一
二
年（
一
九
三
七
）ま
で

の
間
に
長
崎
県
立
長
崎
図
書

館
へ
寄
贈
さ
れ
た
。
本
山
に

よ
る
寄
贈
の
背
景
に
は
、
福

田
に
よ
る
史
料
調
査
に
よ
っ

て
、
自
邸
で
保
管
す
る
本
山

家
文
書
の
研
究
上
の
価
値
を

本
山
が
認
識
し
て
い
た
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。

　

一
部
資
料
の
散
逸
を
防
止

し
た
と
い
う
意
味
で
も
、
福

田
の
手
に
よ
っ
て
大
正
一
〇

年
当
時
の
本
山
家
文
書
の
概

要
把
握
が
行
わ
れ「
本
山
家

古
文
書
目
録
」が
作
成
さ
れ

た
意
義
は
大
き
い
。

　

戦
後
に
至
っ
て
本
山
家
で 

は
箪
笥
な
ど
什
器
の
売
立
が 

行
わ
れ
、
そ
の
際
に
収
納
さ 

れ
て
い
た
古
文
書
が
市
場
に 

流
れ
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
う 

ち
、
平
成
一
八
年（
二
〇
〇 

六
）に
は
約
四
五
〇
件
に
及

ぶ
本
山
家
文
書
が
売
立
に
出

さ
れ
、
東
京
大
学
史
料
編
纂

所
が
購
入
し
た
。

　

そ
し
て
平
成
二
〇
年（
二 

〇
〇
八
）現
当
主
に
よ
っ
て
本

山
家
の
旧
邸
宅
で
保
管
さ
れ

て
い
た
史
料
約
九
〇
〇
点
が

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
寄

託
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
後
、平
成
三
一
年（
二
〇 

一
九
）及
び
令
和
二
年（
二
〇 

二
〇
）に
長
崎
市
長
崎
学
研

究
所
が
売
立
さ
れ
て
い
た
史

料
約
六
〇
点
を
購
入
し
、
現

在
に
至
っ
て
い
る
。

　

令
和
二
年
四
月
、
長
崎
と

東
京
で
収
集
が
進
ん
だ
本
山

家
文
書
の
研
究
活
用
を
図
る

た
め
、
双
方
の
研
究
者
か
ら

な
る「
長
崎
市
中『
本
石
灰
町

乙
名
本
山
家
文
書
』の
研
究
資

源
化
に
向
け
た
調
査
研
究
」グ 

ル
ー
プ
が
発
足
。
そ
の
メ
ン

バ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
資
料

調
査
目
録
を
作
成
す
る
と
と

も
に
、
本
山
家
文
書
を
用
い

た
調
査
研
究
を
実
施
し
た
。

　

一
連
の
成
果
に
つ
い
て
は

令
和
五
年（
二
〇
二
三
）三
月

刊
行
の
長
崎
市
長
崎
学
研
究

所
紀
要『
長
崎
学
』第
七
号
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

本
稿
と
あ
わ
せ
て
参
照
さ
れ

た
い
。

【
引
用
史
料
】

「
編
修
餘
録
」

　
（
収
蔵
番
号
：
テ
一
九　

五
七
）

「
回
想
録
」

　
（
収
蔵
番
号
：
テ
一
九　

六
〇
）

「
本
山
家
古
文
書
目
録
」

　
（
収
蔵
番
号
：
テ
一
九　

五
八
）

（
い
ず
れ
も
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館

収
蔵
）

第
五
回
長
崎
学
公
開
講
座　

第
二
部
発
表
要
旨

花
月
の
建
築（
二
）　

花
月
楼

�

村
田
　
明
久

　

初
期
の
花
月
楼
は
、
円
山

応
挙「
花
月
亭
之
図
」＊
に
描

か
れ
て
い
る
。
港
側
の
二
階

建
と
平
屋
建
が
雁
行
型
に
並

ん
だ
建
築
で
、
平
屋
の
前
面 

に
小
池
が
あ
る
。
し
か
し
こ
の 

建
築
は
宝
暦
九
年（
一
七
五
九
）

に
焼
失
し
た
と
い
わ
れ
る（
注
１
）。

　

一
一
代
山
口
太
左
衛
門
の
祖

母
イ
チ
の
指
示
で
花
月
楼
が

再
建
さ
れ
た
。
応
挙
画
と「
丸

山
町
絵
図
」＊
の
配
置
が
似
て

い
る
こ
と
か
ら
、当
初
の
建
築

と
庭
園
を
模
し
た
よ
う
だ
。

　

史
跡
料
亭
花
月
に
は
、
山

口
太
左
衛
門
の
妻
ヌ
イ
が
造

ら
せ
た
と
い
う
花
月
楼
の
建

築
模
型
が
残
る
。
長
年
の
間

に
壊
れ
た
が
、
後
に
修
復
さ

れ
た
。「
九
分
通
り
は
変
更

さ
れ
て
い
な
い
ら
し
い
」（
注
２
）

と
あ
る
が
、
変
更
さ
れ
た
箇

所
は
不
詳
で
あ
る
。

　

模
型
の
二
階
屋
は
、
現
在

階
段
も
な
く
間
仕
切
り
も
な

福田忠昭関連年表
和暦（西暦） 事項

大正元年（1912） ８月、小島尋常小学校校長に就任
大正２年（1913） 10月、『増補訂正幕府時代の長崎』刊行
大正７年（1918） １月、『振遠隊』刊行

大正８年（1919） ４月、『長崎市史』編修委員に就任
５月、長崎県教育会編『大礼記念長崎県人物伝』刊行

大正10年（1921） ４月、『本山家古文書目録』作成
大正12年（1923） ３月、『長崎市史』地誌編（仏寺部）刊行
昭和４年（1929） ３月、『長崎市史』地誌編（神社教会部）刊行
昭和５年（1930） 病没（52 歳）

１　

加
藤
貴
行『
花
月
記
』
私
家
版

二
〇
一
二
年　

四
六
二
頁

２　

古
賀
十
二
郎『
丸
山
遊
女
と
唐
紅

毛
人
前
編
』長
崎
文
献
社
一
九
九
五
年　

一
三
六
頁
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い
。
筆
者
が
模
型
を
実
測
し

た
と
こ
ろ
、
四
間
・
四
間
の

方
形
と
判
明
し
た
。
こ
う
し

た
指
摘
は
こ
れ
ま
で
の
研
究

に
は
な
い
。
階
段
を
取
り
付

け
る
と
二
階
は
田
の
字
に
仕

切
ら
れ
て
い
た
よ
う
だ
。

　

銅
版
画「
花
月
薗
人
図
」は
、

オ
ラ
ン
ダ
人
と
遊
女
が
眼
下

に
出
島
と
唐
人
屋
敷
を
望
む

透
視
図
法
で
描
か
れ
、
部
屋

は
二
間
・
二
間
の
四
部
屋
の

一
つ
と
わ
か
る
。
こ
の
構
図

は
北
東
の
二
階
部
屋
の
位
置

だ
が
、
模
型
の
北
東
側
の
造

り
も
、
広
縁
の
持
ち
送
り
の

造
り
で
一
致
す
る
。

銅版画「岡田春燈斎画 花月蘭人図」＊

　

さ
ら
に
模
型
を
検
討
す
る

と
、
花
月
楼
の
客
室
は
、
二

階
屋
で
、
一
階
に
一
三
畳
半
、

平
屋
中
央
に
一
八
畳
の
二
間

が
続
き
、
一
二
畳
間
の
前
に

小
池
が
迫
り
、
客
室
の
背
後

に
は
板
間
、
部
屋
、
通
り
庭

の
土
間
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

＊
は
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
収
蔵

第
六
回
長
崎
学
公
開
講
座　

第
二
部
発
表
要
旨

神
ノ
島・伊
王
島
台
場
の
築
造

�

野
田
　
和
弘

　

弘
化
二
年（
一
八
四
五
）老 

中
阿
部
正
弘
は
、
長
崎
港
警

備
強
化
策
に
つ
い
て
福
岡
、

佐
賀
両
藩
に
諮
問
し
た
。

　

福
岡
藩
は
、
港
口
で
の
強

化
を
述
べ
た
が
、
第
一
〇
代

佐
賀
藩
主
鍋
島
直
正
は
、
港

外
で
の
強
化
を
述
べ
た
。

　

弘
化
四
年（
一
八
四
七
）直 

正
は
、
阿
部
に
長
崎
港
警
備

の
た
め
に
は
、
港
内
に
異
国

船
を
侵
入
さ
せ
な
い
こ
と
が

肝
要
で
、
こ
の
た
め
港
外
の

要
地
神
ノ
島
と
四
郎
が
島
、

伊
王
島
に
台
場
を
築
き
、
大

砲
を
百
門
備
え
る
必
要
が
あ

る
と
の
意
見
書
を
提
出
し
た
。

　

し
か
し
幕
府
は
、
最
終
的

に
は
従
来
通
り
の
港
口
の
警

備
強
化
策
を
示
し
た
。

　

嘉
永
三
年（
一
八
五
〇
）直

正
は
、
阿
部
に
神
ノ
島
と
伊

王
島
は
自
藩
の
領
地
な
の
で
、

佐
賀
藩
単
独
で
台
場
を
築
き
、

台
場
で
の
警
備
も
単
独
で
行

い
た
い
と
申
し
出
た
。　
　
　

　

さ
ら
に
台
場
築
造
の
費
用

の
一
部
と
し
て
、
一
〇
万
両

の
拝
借
金
を
願
い
出
た
。

　

幕
府
は
、
風
水
害
に
よ
る

凶
作
の
た
め
と
い
う
名
目
で

五
万
両
を
認
め
た
。

　

工
事
は
、嘉
永
四
年（
一
八
五 

一
）か
ら
始
ま
り
安
政
二
年

（
一
八
五
五
）に
完
成
し
た
。

作
業
人
夫
、
石
工
な
ど
延
べ

四
〇
万
人
を
動
員
し
た
大
工

事
で
、
特
に
神
ノ
島
と
四
郎

が
島
を
結
ぶ
長
堤
の
工
事
が

難
工
事
で
あ
っ
た
。
全
台
場

築
造
の
総
費
用
は
二
〇
万
両

程
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

完
成
後
、
神
ノ
島
と
四
郎

が
島
に
三
七
門
、
伊
王
島
に

二
六
門
の
大
砲
が
据
え
付
け

ら
れ
た
。

　

安
政
六
年（
一
八
五
九
）直

正
は
、
将
軍
徳
川
家
定
か
ら

台
場
築
造
を
賞
さ
れ
、
将
軍

家
伝
来
の
備
前
長
船
長
光
の

名
刀
を
賜
り
、
拝
借
金
五
万

両
の
返
納
を
免
除
さ
れ
た
。

参
考
文
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木
原
溥
幸『
幕
末
期
佐

賀
藩
の
藩
政
史
研
究
』九
州
大
学
出

版
会
一
九
九
七
年

神ノ島と四郎が島を結ぶ長堤

法
人
会
員
紹
介

株
式
会
社
十
八
親
和
銀
行

長
崎
市
銅
座
町
一
番
一
一
号

株
式
会
社
十
八
親
和
銀
行
本
店

　

十
八
親
和
銀
行
は
、
明
治

一
〇
年（
一
八
七
七
）長
崎
市

に「
第
十
八
国
立
銀
行
」と
し

て
創
立
さ
れ
た
十
八
銀
行
と
、

明
治
一
二
年（
一
八
七
九
）長

崎
県
平
戸
市
に「
第
九
十
九

国
立
銀
行
」と
し
て
創
業
し
、

昭
和
一
四
年（
一
九
三
九
）に 

設
立
さ
れ
た
親
和
銀
行
の
合 

併
に
よ
り
令
和
二
年（
二
〇
二 

〇
）一
〇
月
に
誕
生
し
た
。

　

十
八
銀
行
が
長
崎
市
内
に

初
め
て
支
店
を
開
設
し
た
の

は
大
正
三
年（
一
九
一
四
）で
、 

大
黒
町
の
北
支
店
と
丸
尾
町

の
稲
佐
支
店
で
あ
る
。
当
時
、 

新
魚
市
場
が
開
か
れ
た
こ
と
、 

第
一
次
世
界
大
戦
の
勃
発
で 

三
菱
長
崎
造
船
所
が
活
況
を 

呈
し
て
い
た
こ
と
を
理
由
に 

こ
の
場
所
が
選
ば
れ
た
。
昭 

和
四
四
年（
一
九
六
九
）、
旧

本
店
建
築
か
ら
約
八
〇
年
が

経
過
し
、
新
本
店
を
建
設
。

こ
れ
が
現
在
の
十
八
親
和
銀

行
の
本
店
と
な
っ
て
い
る
。

　

親
和
銀
行
は
、
昭
和
一
四

年（
一
九
三
九
）に
佐
世
保
商

業
銀
行
と
佐
世
保
銀
行
の
合

併
に
よ
り
設
立
し
た
。
二
代

目
頭
取
の
北
村
徳
太
郎（
設
立

当
時
、
副
頭
取
）は
、
設
立

に
向
け
多
く
の
銀
行
を
集
め

て
い
る
か
ら
こ
そ
和
を
重
ん

じ
る
精
神
が
大
切
で
あ
る
と

い
う
思
い
を
込
め
、「
親
和
」と

名
づ
け
た
。
建
築
家
白
井
晟

一
氏
の
設
計
に
よ
る
佐
世
保

本
店
ビ
ル
別
館「
懐
霄
館（
か

い
し
ょ
う
か
ん
）」は
、歴
史
的

価
値
の
高
い
建
築
物
で
あ
る
。

　

当
行
の
ロ
ゴ
は
十
八
と
親

和
の
頭
文
字
Ｊ
と
Ｓ
か
ら
な

り
、
長
崎
県
の
県
民
鳥
で
あ

る
二
羽
の
オ
シ
ド
リ
で
構
成
。

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
カ
ラ
ー
は
長

崎
県
の
花
で
あ
る
雲
仙
ツ
ツ

ジ
の
色
で
、
親
し
み
や
す
さ

や
調
和
を
表
し
て
い
る
。

　

当
行
は「
顧
客
満
足
度
Ｎ

ｏ
・
１
銀
行
」を
目
指
す
姿

と
し
、
地
域
社
会
の
豊
か
さ

や
持
続
可
能
な
地
域
経
済
の

発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
る
。


